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平
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年
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☎
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◎
議
会
提
出
議
案

議
会
提
出
議
案
は
、
意
見
書
１
件
を
提
出
し

ま
し
た
。
本
会
議
で
可
決
し
、
国
な
ど
に
意
見

書
を
送
付
し
ま
し
た
（
内
容
は
５
ペ
ー
ジ
に
掲

載
）
。

◎
市
長
提
出
議
案

30
年
度
補
正
予
算

　
国
・
県
の
補
助
内
示
に
伴
う
事
業
費
の
調

整
、
急
を
要
す
る
事
務
事
業
に
係
る
経
費
の
調

整
な
ど
、
歳
入
歳
出
に
９
億
２
２
５
４
万
４
千

円
を
追
加
す
る
補
正
予
算
議
案
が
提
案
さ
れ
、

各
常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本

会
議
で
可
決
し
ま
し
た
。
　

　
補
正
後
の
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
４
３
３

億
４
８
８
０
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
（
主
な

予
算
の
内
容
は
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

一
般
議
案

市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
、
手
話
言
語
の
普
及

等
に
関
す
る
条
例
制
定
、
下
水
道
事
業
の
設
置

等
に
関
す
る
条
例
制
定
、
市
役
所
本
庁
舎
駐
車

場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
、
公
の

施
設
に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定
（
住
吉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
な
ど
の
議
案
を
、
各

常
任
委
員
会
で
専
門
的
に
審
査
し
た
後
、
本
会

議
で
可
決
し
ま
し
た
。

人
事
議
案

　
市
長
か
ら
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
適
任
と
認
め
ま
し
た
。

一
般
質
問

　
２
日
間
に
わ
た
り
、
16
人
の
議
員
が
一
般
質

問
を
行
い
ま
し
た
。
市
長
、
教
育
長
に
答
弁
を

求
め
、
市
政
を
た
だ
し
ま
し
た
（
質
問
と
答
弁

は
６
ペ
ー
ジ
か
ら
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

市
議
会
12
月
定
例
会

本会議最終日における起立表決の様子

○
人
権
擁
護
委
員
（
適
任
）

　
本
名
　
　
正
史
　
氏
（
本
田
）再任

　
吉
田
　
　
吉
晴
　
氏
（
米
子
）新任

○
12
月
定
例
会
の
概
要

○
議
決
結
果

○
意
見
書
の
提
出

○
一
般
質
問

○
お
知
ら
せ

○
常
任
委
員
会
審
査
状
況

○ 

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

の
概
要

○
２
月
定
例
会
日
程
予
定
ほ
か

○
編
集
後
記

人
　
事
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一般会計補正予算
９億２,254万４千円の増額補正
〈 12月補正予算の主な内容 〉

蔵
ぞう

春
しゅん

閣
かく

移築関連事業 116万円  

ふるさとしばた応援寄附推進事業 2,384万円

財政調整基金費 5,879万円

新潟県議会議員一般選挙事業 106万円

障害者自立支援給付事業 3,288万円

第３子以降保育料助成事業 450万円

生活保護扶助費助成事業 6,962万円

豊浦中学校区統合小学校整備事業 986万円

小学校エアコン整備事業 4億6,277万円

中学校エアコン整備事業 2億7,413万円
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12月定例会議決結果

12月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

市
長
提
出
議
案

人事議案

人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の制定

新発田市手話言語の普及等に関する条例制定 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市下水道事業の設置等に関する条例制定 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

条例の一部改正

新発田市役所本庁舎駐車場条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市一般職の職員の給与に関する条例等
　※ 人事院勧告等に伴い、新発田市一般職の職員の給与に関する条例などの一部を改正す

るもの
総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市税条例等
　※地方税法等の一部改正に伴い、新発田市税条例などの一部を改正するもの 総務 可決 ○ ○ ○ × ○ ○ 22 3

新発田市コミュニティセンター設置及び管理に関する条例 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

新発田市公共下水道事業受益者負担に関する条例 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

30年度補正予算

一般会計（第５号） 分割付託 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

一般会計（第６号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

国民健康保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

介護保険事業特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

後期高齢者医療特別会計（第３号） 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

農業集落排水事業特別会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

下水道事業特別会計（第３号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

水道事業会計（第２号） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

その他

公の施設に係る指定管理者の指定について（住吉コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（五十公野コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（佐々木コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（御幸町ふれあいコミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（豊町ふれあいコミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（猿橋コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（菅谷コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（加治川コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（七葉コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（川東コミュニティセンター） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（米倉農村環境改善センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（松浦農村環境改善センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（宮古木コミュニティセンター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市農村婦人の家） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（有機の里交流センター） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（米倉ふれあい農園） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

公の施設に係る指定管理者の指定について（新発田市温泉活用施設紫雲の郷館） 経済建設 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

財産の取得について（中型路線バス車両） 総務 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0
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12月定例会で審議された案件
審査した
委員会
※１

議決
結果
※２

新
発
田
政
友
会

市
民
ク
ラ
ブ

民
主
ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

つ
な
ぐ
会

公

明

党

賛

　

成

反

　

対
※３ ※４

議
会
提
出
議
案

意見書

国民健康保険料（税）の国庫負担割合の引き上げ及び子どもの均等割軽減を求める意見書 可決 ○ × ○ ○ ○ ○ 18 7

請願
消費税率10％増税の中止または延期を国に求める請願 総務 否決 × × ○ ○ × × 6 19

学校給食に於ける除去食拡大に関する請願書 社会文教 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 25 0

※１  「総務｣　　：総務常任委員会
　　 「社会文教｣：社会文教常任委員会
　　 「経済建設｣：経済建設常任委員会
　　 「分割付託｣：各常任委員会に分割して付託されたもの
　　　ただし、審査した委員会がない案件は本会議で即決

※２ 「可決｣： 全員賛成または賛成多数により可決、推薦、承認、採択等と議決した
もの

　　 「否決｣： 賛成少数または賛成なしにより否決、不採択等と議決したもの

※３　｢○｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成」したもの
　　　｢×｣： 会派構成議員全員がその議案等に対して「賛成以外」のもの

※４　 議長は地方自治法第116条により表決には参加しないため、表決に参加す
る全議員数は25人です。

会　派　名 所　属　議　員　名

新発田政友会 川﨑孝一、湯浅佐太郎、若月　学、比企広正、今田修栄、小柳　肇、宮崎光夫、水野善栄

市民クラブ 佐藤武男、佐久間敏夫、宮島信人、中村　功、小川　徹、稲垣富士雄、井畑隆二

民主クラブ 入倉直作、渡部良一、小坂博司

日本共産党 加藤和雄、宮村幸男、佐藤真澄

つなぐ会 阿部　聡、中野廣衛、板垣　功

公明党 渡邊喜夫、石山洋子
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　「
一
般
質
問
」
は
、
提
出
議
案
に
か
か
わ

ら
ず
、
議
員
の
立
場
か
ら
市
政
全
般
に
関

し
て
執
行
機
関
に
対
す
る
疑
問
を
た
だ
し

た
り
、
所
信
の
表
明
を
求
め
た
り
す
る
も

の
で
、
定
例
会
に
限
っ
て
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
新
発
田
市
議
会
で
は
、
質
問
内
容
を
事

前
に
通
告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
長
、
教
育
長
な
ど

が
質
問
に
対
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
で
、
的
確
な
答
弁
が
期
待

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
答
弁
の
内
容
に
疑
義
が
あ
る
場
合
は
、

再
質
問
や
再
々
質
問
を
行
う
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
こ
の
場
合
は
、
１
人
に
つ
き
制
限
時
間

の
45
分
以
内
に
次
々
と
質
問
と
答
弁
を
繰

り
返
す
「
一
問
一
答
方
式
」
で
、
議
論
を

ど
ん
ど
ん
深
め
て
い
ま
す
。

一般質問
議員の

＆

市
のQ
A

市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

　

市
民
党
を
前
面
に
市
長
選
挙
を
戦
っ
た

が
、
マ
ス
コ
ミ
的
に
は
国
政
の
政
党
対
決
の

構
図
と
し
て
報
道
さ
れ
、
野
党
共
闘
に
勝
利

し
た
姿
と
し
て
感
じ
ら
れ
て
い
る
。
政
治
ス

タ
ン
ス
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
く
の
か
、

行
政
運
営
に
つ
い
て
伺
う
。

３
期
目
公
約
の
展
望
に
つ
い
て

　

①
子
育
て
支
援
の
保
育
料
の
完
全
無
料

化
と
医
療
費
補
助
を
高
校
生
ま
で
拡
充
、
放

課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
無
料
化
は
財
政
的
に
難

し
い
の
で
は
な
い
か
。
②
公
共
交
通
網
の
整

備
の
進
め
方
に
つ
い
て
伺
う
。
③
教
育
長
が

不
在
と
な
っ
て
い
る
が
、
選
任
に
当
た
っ
て

の
状
況
と
、
小
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
向
け
た
進
捗
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

市役所からの街並み
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①
激
戦
の
市
長
選
の
中
で
、「
市
民
と

の
約
束
」
が
大
幅
に
増
え
て
い
っ
た
が
、
市

の
借
金
は
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
を
合
算

す
れ
ば
、
１
０
０
０
億
円
の
大
台
に
乗
っ
て

い
る
。
１
期
目
の
公
約
「
ま
ち
づ
く
り
実
行

プ
ラ
ン
」
で
は
、
歳
入
面
で
の
柱
は
「
職
員

総
人
件
費
10
％
削
減
」
で
あ
っ
た
が
、
今
後

の
行
財
政
改
革
の
取
組
に
加
え
、
来
年
度
予

算
編
成
に
あ
た
り
、
財
政
調
整
基
金
及
び
庁

舎
建
設
基
金
等
の
取
崩
は
考
え
て
い
る
の

か
。
②
「
小
中
学
校
エ
ア
コ
ン
設
置
」「
幼

稚
園
・
保
育
園
無
償
化
」
は
国
の
来
年
度
の

政
策
で
あ
る
が
、
市
長
の
独
自
政
策
で
あ
る

と
勘
違
い
し
て
い
る
市
民
も
多
い
。
更
に
、

県
施
設
の
誘
致
と
連
動
し
た
「
白
新
線
複
線

化
」
な
ど
、
夢
の
領
域
と
も
言
え
る
公
約
に

つ
い
て
も
、
市
の
実
質
負
担
及
び
実
施
時
期

を
明
確
に
示
し
て
ほ
し
い
。 二

階
堂
市
政
３
期
目
の
政
策
と
懸
念
、

そ
の
実
現
に
向
け
て

今
年
の
干
ば
つ
に
よ
る
農
業
被
害
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

　

稲
作
農
家
に
と
っ
て
は
、
大
打
撃
を

受
け
た
年
と
な
り
、
収
入
減
少
は
避
け
ら

れ
な
い
状
況
と
な
っ
た
。
基
幹
産
業
で
あ

る
稲
作
が
疲
弊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に

対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
と

し
て
何
か
支
援
策
を
考
え
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

高
齢
者
の
社
会
参
加
を
ど
の
よ
う
に

進
め
る
か

　

市
に
お
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
等
、
様
々
な
機
関
が
高
齢

者
の
社
会
参
加
に
多
様
な
活
動
を
行
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
社
会

参
加
の
ニ
ー
ズ
の
確
認
と
そ
れ
ら
を
組
み

合
わ
せ
る
た
め
に
各
機
関
の
連
携
が
必
要

と
思
わ
れ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て

い
る
の
か
。

灌水用ポンプ
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新
発
田
市
に
於
け
る
外
国
人
労
働
者
、

外
国
人
技
能
実
習
生
の
就
労
実
態
と
多
文
化
共
生
に
つ
い
て

　

①
改
正
出
入
国
管
理
法
が
成
立
し

た
。
人
口
減
少
や
高
齢
化
社
会
の
中
、
労

働
力
不
足
が
補
え
て
い
な
い
。
外
国
人
労

働
者
や
外
国
人
技
能
実
習
生
、
留
学
生
の

ア
ル
バ
イ
ト
が
飲
食
店
や
製
造
業
、
建
設

業
等
の
現
場
を
支
え
て
い
る
。
法
改
正
を

契
機
に
増
加
が
予
想
さ
れ
る
。
当
市
の
就

労
実
態
及
び
課
題
を
伺
う
。
②
当
市
に
居

住
す
る
外
国
人
住
民
は
、
自
治
会
の
加
入

や
回
覧
板
の
存
在
が
わ
か
ら
ず
、
地
域
行

事
の
参
加
も
消
極
的
な
ど
、
孤
立
し
て
い

る
と
の
声
を
聞
く
。
ま
た
、
災
害
時
の
情

報
伝
達
や
安
否
確
認
の
問
題
な
ど
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
る
の
か
、
課
題
と
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。

蔵
春
閣
の
設
置
に
つ
い
て

　
「
蔵
春
閣
の
移
築
及
び
利
活
用
に
関

す
る
検
討
委
員
会
」
に
お
い
て
、
移
築
に

関
す
る
議
論
は
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
①
検

討
委
員
会
の
役
割
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。

②
設
置
場
所
と
利
活
用
は
ど
の
よ
う
に
決

め
る
の
か
。

新
発
田
市
の
公
共
体
育
施
設
の

今
後
に
つ
い
て

　

①
五
十
公
野
公
園
付
近
に
お
い
て
、

室
内
で
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
等
が
練
習
で
き

る
施
設
を
建
設
す
る
考
え
は
な
い
か
。
②

現
在
あ
る
公
共
施
設
を
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と

し
て
再
活
用
す
る
考
え
は
な
い
か
。

旧松浦小学校体育館

日本語教室の様子
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屋
根
雪
お
ろ
し
助
成
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て

　

高
齢
者
等
屋
根
雪
除
雪
助
成
金
に

つ
い
て
、
現
在
山
間
地
の
茅か

や

葺ぶ

き
の
と

こ
ろ
に
ト
タ
ン
を
か
け
た
屋
根
は
除
外

と
な
っ
て
い
る
こ
と
や
、
回
数
制
限
が

３
回
と
な
っ
て
い
る
こ
と
の
制
度
設
計

の
拡
充
は
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

新
庁
舎
の
「
新
た
な
魅
力
づ
く
り
」

に
つ
い
て

　

新
庁
舎
は
「
や
さ
し
さ
と
質
実
剛

健
を
兼
ね
備
え
た
庁
舎
」
と
し
て
、
優

れ
た
防
災
拠
点
性
や
環
境
配
慮
、
省
エ

ネ
な
ど
素
晴
ら
し
い
建
物
で
あ
る
。
庁

舎
を
誇
れ
る
も
の
と
し
て
の
取
組
及
び

庁
舎
を
紹
介
す
る
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
取
組
は
で
き
な
い
も
の
か
伺
う
。

二
階
堂
市
長
の
三
期
目
に
向
け
た
新
発
田
市
の
財
政
運
営
、

歳
入
の
増
収
を
ど
の
よ
う
な
施
策
を
も
っ
て
実
施
、

実
現
を
図
る
の
か
。
選
挙
の
際
の
公
約
の
推
進
策
を
併
せ
て
伺
う
。

　

ニ
期
目
は
合
併
特
例
債
や
優
良
債

を
利
用
し
た
こ
と
で
箱
物
の
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
も
完
成
し
、
財
政
内
容
も
計

画
ど
お
り
に
推
進
し
た
こ
と
は
評
価
す

る
も
の
で
あ
る
。
三
期
目
は
産
業
振
興

を
中
心
に
財
政
運
営
を
ど
の
よ
う
に
し

て
税
収
増
を
図
る
の
か
。
①
工
業
団
地

の
企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
は
。
②
国

県
か
ら
の
優
良
債
や
補
助
金
な
ど
の
要

望
の
状
況
は
。
ま
た
、
観
光
の
推
進
、

他
市
町
村
に
負
け
な
い
誘
客
活
動
や
、

地
場
産
業
の
育
成
、
基
幹
産
業
の
も
う

か
る
農
業
の
推
進
な
ど
、
身
近
な
産
業

振
興
が
大
き
な
課
題
と
考
え
る
。
③
外

国
か
ら
の
観
光
客
を
誘
客
す
る
こ
と

も
、
即
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

新発田食品工業団地
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上
中
山
地
内
豚
舎
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

　

①
上
中
山
農
場
に
対
す
る
現
地
調
査

が
滞
り
、
そ
れ
と
相
ま
っ
て
臭
気
指
数
が

悪
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
期
日
を

指
定
し
、
通
告
し
て
定
期
的
に
調
査
を
行

う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
②
ま
た
、
現
状

を
打
開
す
る
た
め
、
市
長
自
ら
先
頭
に

立
っ
て
事
業
主
と
面
会
・
交
渉
す
る
気
は

な
い
か
。

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
に
つ
い
て

　

国
県
の
支
援
を
受
け
、
市
内
で
は
16

の
組
合
が
テ
レ
ビ
視
聴
用
の
共
同
受
信
設

備
を
整
備
し
て
対
応
し
て
い
る
。
人
口
減

少
で
大
変
苦
慮
し
て
い
る
。
現
在
行
っ
て

い
な
い
運
営
や
施
設
更
新
に
係
る
支
援
に

つ
い
て
、
前
回
の
質
問
で
は
「
検
討
す

る
」
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
市
独
自
の
支

援
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
検
討
が
な
さ

れ
、
い
つ
か
ら
始
め
る
の
か
。

豊
浦
地
域
の
統
合
小
学
校
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
や

３
小
学
校
の
利
活
用
は
ど
う
か

　

い
ろ
ん
な
議
論
を
経
て
豊
浦
地
域
４

小
学
校
が
２
０
２
１
年
４
月
に
統
合
す
る

予
定
に
な
っ
た
が
、
①
開
校
ま
で
の
増
築

計
画
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。
②
ス
ク
ー
ル

バ
ス
運
行
は
ど
う
な
る
か
。
③
駐
車
場
が

狭
い
が
解
決
策
は
。
そ
し
て
、
廃
校
に
な

る
３
小
学
校
の
利
活
用
を
市
民
に
示
す
べ

き
で
な
い
か
。

統
合
校
は
無
論
の
こ
と
一
斉
に

公
共
交
通
を
実
施
す
べ
き
で
あ
る

　

豊
浦
４
小
学
校
統
合
ま
で
２
年
余

り
、
約
束
ど
お
り
公
共
交
通
を
実
施
と
思

う
。
①
豊
浦
地
域
は
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

方
式
で
実
施
の
方
向
で
検
討
し
、
東
小
学

校
区
域
も
同
じ
方
式
で
一
緒
に
実
現
を
図

る
べ
き
で
な
い
か
。
②
加
治
川
小
学
校
は

統
合
校
で
あ
る
。
紫
雲
寺
地
域
も
含
め
、

２
０
２
１
年
４
月
に
一
斉
運
行
す
べ
き
で

な
い
か
。
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二
階
堂
市
政
３
期
目
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
っ
て

　

①
市
長
は
こ
れ
ま
で
少
子
化
対
策
等

３
つ
の
視
点
か
ら
諸
施
策
を
展
開
し
、
今

回
健
康
長
寿
対
策
の
推
進
を
４
つ
目
の
視

点
と
し
た
が
そ
の
具
体
策
に
つ
い
て
、
②

「
31
年
度
政
策
大
綱
」
に
よ
る
予
算
編
成

に
関
わ
り
、
政
策
策
定
の
ス
タ
ン
ス
や
方

向
性
に
つ
い
て
、
③
新
教
育
長
人
事
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

い
ろ
ど
り

「
い
じ
め
防
止
対
策
等
に
関
す
る

委
員
会
」
の
調
査
報
告
書
を
受
け
て

　

昨
年
６
月
市
内
中
学
生
が
自
死
し

た
こ
と
か
ら
、
調
査
及
び
い
じ
め
防
止

の
た
め
の
対
策
等
に
関
し
第
三
者
委
員

会
に
諮
問
し
、
去
る
10
月
「
自
殺
の
原

因
は
い
じ
め
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
」

と
し
て
、
関
係
機
関
等
に
提
言
さ
れ

た
。
①「
総
合
教
育
会
議
」
が
開
催
さ
れ

た
が
、
そ
の
根
拠
と
主
な
内
容
、
②
今

後
の
対
処
及
び
必
要
な
措
置
に
つ
い
て

質
問
す
る
。

上
中
山
悪
臭
問
題
に
つ
い
て

　

上
中
山
悪
臭
問
題
に
は
、
14
年
と

い
う
長
き
に
渡
り
住
民
が
悩
ま
さ
れ
続

け
て
い
る
。
先
日
の
議
会
報
告
会
で
も

地
元
の
方
か
ら
「
生
活
権
、
環
境
権
が

侵
害
さ
れ
て
い
る
」「
一
刻
も
早
く
元
の

環
境
に
戻
し
て
ほ
し
い
」
と
切
望
さ
れ

て
い
る
。「
悪
臭
問
題
の
早
期
解
決
」
に

向
け
伺
う
。

市
役
所
に
お
け
る
障
が
い
者
雇
用
に

つ
い
て

　

９
月
定
例
会
で
「
障
が
い
者
雇

用
」
に
つ
い
て
、
市
長
は
「
雇
用
率
の

算
定
対
象
で
あ
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
積
極
的
に
障
が
い
者
雇
用
に
努
め

る
」
、
ま
た
「
障
が
い
者
雇
用
に
つ
い

て
は
、
万
難
を
排
し
て
し
っ
か
り
と
対

応
す
る
」
と
し
、
現
在
公
募
中
で
あ

る
。
障
が
い
の
あ
る
職
員
が
能
力
を
い

か
ん
な
く
発
揮
す
る
た
め
に
は
「
合
理

的
配
慮
」
が
欠
か
せ
な
い
。「
合
理
的
配

慮
」
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。
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公
共
交
通
政
策
と
現
状
に
つ
い
て

　

近
年
、
高
齢
者
の
運
転
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
え
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
運

転
免
許
の
自
主
返
納
者
が
増
え
て
い
く

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
、
公
共
交

通
を
利
用
し
た
い
方
が
、
安
心
し
て
公

共
交
通
に
切
り
替
え
ら
れ
る
よ
う
、
市

民
、
交
通
事
業
者
、
企
業
、
行
政
の
関

係
主
体
が
連
携
し
、
福
祉
、
観
光
な
ど

の
分
野
と
も
取
組
を
推
進
し
て
行
く
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
少
子
高
齢
化
・
人

口
減
少
が
進
む
中
、
生
活
交
通
と
し
て

の
地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
に
、

今
後
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の

か
伺
う
。
①
地
域
公
共
交
通
の
現
状

は
。
②
運
転
免
許
自
主
返
納
者
へ
の
対

応
は
。
③
交
通
事
業
者
、
行
政
と
の
連

携
は
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
を
見
据
え
た
高
齢
者
施
策

の
充
実
と
高
齢
者
支
援
体
制
整
備
に
つ
い
て

　

近
年
、
高
齢
者
を
取
り
巻
く
環
境

は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
体
と
心
の

健
康
を
保
ち
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
高

齢
者
施
策
の
充
実
と
支
援
体
制
整
備
が

必
要
で
あ
る
。
①
認
知
症
対
策
の
充
実

と
認
知
症
カ
フ
ェ
の
今
後
の
方
向
性

は
。
②
社
会
参
画
を
促
進
し
、
生
き
が

い
創
出
、
更
に
は
地
域
の
活
性
化
に
も

つ
な
が
る
高
齢
期
の
就
労
状
況
は
。
③

今
後
、
庁
内
で
高
齢
者
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
適
切
に
対
応
し
、
総
合
的
な
相
談

や
支
援
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
体
制
を
整

え
長
寿
を
専
門
的
に
応
援
す
る
「
い
き

い
き
長
寿
応
援
係
」
を
設
置
し
て
は
ど

う
か
。
④
亡
く
な
ら
れ
た
後
の
手
続
き

が
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
可
能
な
係

を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。
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「
高
校
生
ま
で
拡
充
」
さ
れ
る
子
ど
も
医
療
費

助
成
事
業
に
つ
い
て

　

市
長
は
「
医
療
費
補
助
を
高
校
ま

で
拡
充
」
と
三
期
目
の
公
約
の
一
つ
に

さ
れ
た
。
実
施
を
要
求
し
て
き
た
立
場

か
ら
歓
迎
す
る
が
、
こ
れ
ま
で
数
回
取

り
上
げ
る
も
実
施
に
至
ら
な
か
っ
た

が
、
決
断
に
至
っ
た
経
緯
と
実
施
時
期

に
つ
い
て
伺
う
。

市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
教
職
員
の

勤
務
実
態
に
つ
い
て

　
「
学
校
が
ブ
ラ
ッ
ク
職
場
に
な
っ
て

い
る
」
等
、
教
職
員
の
長
時
間
労
働
は

子
ど
も
達
の
教
育
に
も
関
わ
る
大
問
題

で
あ
り
、
国
も
早
急
な
是
正
を
打
ち
出

し
て
い
る
。
①
市
内
小
中
学
校
に
お
け

る
教
員
の
勤
務
実
態
に
つ
い
て
、
②
長

時
間
労
働
解
消
策
に
つ
い
て
、
③
学
力

テ
ス
ト
対
策
を
止
め
、
学
力
偏
重
か
ら

人
が
人
と
つ
な
が
る
社
会
を
つ
く
る

「
社
会
力
」
へ
と
舵
を
切
る
教
育
を
す

べ
き
時
で
は
な
い
か
伺
う
。

当
市
桜
景
勝
地
を
国
内
外
に
強
く
発
信
を

　

市
内
の
桜
景
勝
地
は
国
内
外
に
誇

れ
る
も
の
で
あ
り
、
情
報
の
発
信
次
第

で
は
相
当
の
観
光
客
誘
致
が
可
能
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

桜
樹
木
の
管
理
と
関
係
施
設
等

表
示
・
看
板
等
の
整
備
を

　

①
観
光
資
源
で
あ
る
桜
の
樹
木
管

理
（
病
理
枝
、
枯
木
の
撤
去
、
剪
定
、

除
草
等
）
に
つ
い
て
は
、
市
か
ら
の
作

業
委
託
や
桜
関
係
団
体
の
独
自
の
取
組

で
実
施
さ
れ
て
い
る
作
業
も
あ
る
が
、

今
後
の
管
理
に
つ
い
て
伺
う
。
②
施
設

の
表
示
や
説
明
看
板
の
修
繕
設
置
が
必

要
と
思
わ
れ
る
場
所
も
あ
る
が
、
観
光

施
設
全
般
で
点
検
等
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
の
か
。
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水
道
事
業
に
つ
い
て
…
６
月
の
水
道
料
金

値
上
げ
は
中
止
・
延
期
に
す
べ
き

　

水
道
審
議
会
の
答
申
案
は
、
料
金
の

平
均
改
定
率
を
10
・
４
％
、
逓
増
制
の
緩

和
、
大
口
利
用
者
へ
一
定
水
量
超
の
逓
減

制
の
導
入
は
妥
当
と
し
て
い
る
。
一
般
家

庭
の
使
用
料
８
〜
20
㎥
に
値
上
げ
率
が
大

き
く
、
10
㎥
で
は
33
・
９
％
の
値
上
げ
で

あ
る
。
市
民
生
活
に
打
撃
と
な
る
６
月
の

値
上
げ
は
中
止
・
延
期
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
は
。（
逓
増
制
と
は
使
用
料
が
増

え
れ
ば
増
え
る
ほ
ど
高
く
な
る
料
金
体

系
）

高
す
ぎ
る
国
保
税
の
引
き
下
げ
を

　

全
国
知
事
会
な
ど
は
、
加
入
者
所
得

が
低
い
国
保
が
、
保
険
料
（
税
）
が
高

く
、
負
担
が
限
界
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

「
抜
本
的
な
財
政
基
盤
の
強
化
が
必
要
」

と
主
張
。
①
公
費
を
１
兆
円
投
入
す
れ

ば
、
協
会
け
ん
ぽ
並
み
の
保
険
料
（
税
）

に
で
き
る
が
、
市
長
の
見
解
は
。
②
当
市

の
国
保
財
政
の
見
通
し
と
高
い
国
保
税
を

引
き
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が

か
。

　市議会ホームページでは、本会議のイ
ンターネット生中継を行っています。
　パソコンやスマートフォンなどで本会
議の様子が視聴できます。また、本会議
終了後概ね１週間後には、録画映像も配
信しています。　
　なお、ご視聴の際は、市議会ホーム
ページに掲載の「ご利用案内」等をご確
認ください。
　本会議の生中継は、本庁舎１階ロビー
のモニターでも行っています。
　ぜひご覧ください。

パソコン､スマホ､タブレット端末で
本会議を視聴できます！

市水道局庁舎
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赤穂義士の法被姿で本会議に臨みました

本会議をエフエムしばた
（76.9MHz）で生中継します！

　本会議（定例会のみ）の様子を、エフエムしばたで生放送します。
　生放送は本会議開始（午前10時）から終了まで全て放送します。インターネッ
トサイマルラジオでも聴くことができます。
　緊急情報や休憩などにより中断することがあります。
　また、一般（代表）質問が行われる本会議の録音放送も行います。本会議開催
日以降の午後７時から２時間程度、数日に分けて放送します。放送日時は市議会
ホームページやエフエムしばたでお知らせします。
　ぜひお聴きください。
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　議案は分野ごとに所管する常任委員会に付託され審査されます。
　その審査の経緯と結果は、本会議で各常任委員会の委員長が報告し、質疑、討論を経て採決されます。
　（※以下は、審査状況の一部を紹介しています。）

常任委員会の審査状況

本会議における社会文教常任委員会の委員長報告 総務常任委員会の付託議案審査の様子

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案16件、請願１件で、審査の結果、請願
は不採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■新発田市税条例等の一部を改正する条例制定について  

■ 消費税率10％増税の中止または延期を国に求める請願について 

■平成30年度一般会計補正予算（第５号）について（当委員会所管分） 

委員長　小柳　　肇総 務 常 任 委 員 会
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委員長　石山　洋子社会文教常任委員会
　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案６件、請願１件で、審査の結果、請願
は採択すべきものとし、議案はすべて可決すべきものとしました。

■学校給食に於ける除去食拡大に関する請願書について  

■平成30年度一般会計補正予算（第５号）について（当委員会所管分）  

■平成30年度一般会計補正予算（第５号）について（当委員会所管分）  

■新発田市下水道事業の設置等に関する条例制定について  

　12月定例会における付託案件は、分割付託を含め議案13件で、審査の結果、議案はすべて
可決すべきものとしました。

委員長　今田　修栄経済建設常任委員会

■新発田市手話言語の普及等に関する条例制定について 

■平成30年度一般会計補正予算（第６号）について 
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議会報告会を開催しました
　昨年の11月24日に市役所本庁舎４階の委員会室で議
会報告会を開催しました。
　今回は、先進事例の調査等をもとに議会基本条例にお
ける議会報告会等の位置付けを確認し、新しい議会報告
会として「会場集約型の議会報告会」を開催することと
しました。
　市民の皆さんにご参加いただいた報告会では、平成
29年度一般会計決算関係を中心に９月定例会で審議さ
れた内容を説明したほか、参加された皆さんと活発な意
見交換を行うことができました。　
　いただいたご意見等をもとに、市民の利益と福祉の向
上に努めてまいります。

開かれた議会を目指して

会場での主な質疑応答
Ｑ　外国人労働者が増えている。犯罪等の心配もあ
る。市はどのような対応をしているのか。

Ａ　パンフレット等、外国語の案内もある。言葉の
問題が不安等につながる。今後、外国人の対応が
重要な課題となる。

Ｑ　歳入が458億1,464万円であるが、同様の自治
体と比べるとどうなのか。

Ａ　財政力指数が高い自治体は、財政規模も高い。
標準財政規模があり、ほぼ同じような状況である。

Ｑ　ブロック塀の点検改修について、近所にも古い
ブロック塀があり、その多くは空き家である。そ
の対策は。

Ａ　一般質問の答弁は、学校に対するほうが多かっ
たが、市内のブロック塀に対しても対策は必要と
考える。

Ｑ　市議会の一般質問について、質問しない議員が
いるが質問する人はきまっているのか。

Ａ　一般質問は、通告すればどの議員でもできる。
　　委員会等で質問したり、討論する場合もある。

【参加者からいただいた主な意見等】
・地域のことは地域の住民が一番知っている。良い
まちづくりをしていくために、地域の声を聞いて
ほしい。

・上中山悪臭問題について、まだ生活環境が侵害さ
れている。弁護士にまかせきりではないのか。市
長、副市長が自ら解決に臨むべきである。

・今後「100歳時代」とも言われている。対策が必
要である。

・国保、介護保険料が高く、生活困窮である市民に
やさしい予算であってほしい。

・新発田城への標識、看板がない。観光を案内する
大切な看板である。作ってほしい。
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議会報告会についての主な意見・感想・提案など（アンケート記入分）
○　最初に口頭で説明しているが、多岐にわ
たり、その資料がなければ、理解が非常に
困難。

○　参加者が少なく、びっくりしました。
もっとPRを。若い人が参加できるように、
興味がある議題をもっと前面に出してほし
い。

○　報告会の時間内は、携帯電話の電源を必
ずオフとしてほしい。真剣度が半減する。

○　貴重な報告会なのに参加者が少ない。こ
の報告会は継続すべきである。

○　市民としての声を届けることができるの
で、いつも喜んで参加させていただいてい
ます。

　会場集約型の議会報告会の開催と併せて、議員の政策能力の強化や政策提案の拡大を図る
ことを目的に、テーマを設定して市内の各種団体と意見交換会を実施しました。
　初めての試みとして意見交換会を実施しましたが、目的達成のため、この結果をもとに今
後の実施方法などを検討したいと考えています。

意見交換会を実施しました！

・実 施 日：平成30年11月22日
・対象団体：新発田市防災協会
・テ ー マ：新発田市防災協会の活動目的と
　　　　　  その内容について

・実 施 日：平成30年10月23日
・対象団体：新発田市スポーツ少年団
・テ ー マ： スポーツ少年団の現状と今後の方

向性について
               小中学校の部活動のあり方について

総務常任委員会関係

・実 施 日：平成30年８月20日

・対象団体：北越後農業協同組合

・テ ー マ：管内の農業情勢について
　　　　　  JAの自己改革について

経済建設常任委員会関係

社会文教常任委員会関係
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編　集　委　員 編集後記

本市議会
行政視察状況

（１月）
①視 察 先
②視察内容

☆ 新発田政友会
　① 山形県酒田市、 山形県鶴岡市
　②  酒田港の活用について、日本遺産「荒波を

越えた男たちの夢が紡いだ異空間～北前
船寄港地・船主集落～」について

　  　 先端生命科学研究所とサイエンスパーク
構想を核とした「鶴岡メタボロームクライ
スター」の概要及び産学官連携のまちづく
りについて、ユネスコ食文化創造都市の
取組について

☆ 佐藤武男、佐久間敏夫、稲垣富士雄、　　　
中村　功、宮島信人

　① 千葉県木更津市
　　 静岡県熱海市
　② 木更津市産業・創造支援センターの設置
　　  街の有志による地域資源の掘り起こしと

持続可能な滞在型保養地への変革の取組

・「本会議」「各委員会」が傍聴できます。

・ 「本会議」「各委員会」は、午前 10時
から始まります。

・ 「本会議」「各委員会」は、市役所本庁
舎４階の議場または委員会室で行い
ます。

・ 傍聴希望の方は、会議当日、本庁舎
４階議会事務局までお越しください。

・ 団体等で大勢の場合は、事前に議会
事務局までご連絡ください。

・ 音声受信機を貸し出しています。会
議当日に議会事務局にお申し出くだ
さい。

※一般質問２日目及び３日目は、一般質問の通告議員が多い場合に行います。

変更等の場合は、ホームページ・エフエムしばた等でお知らせします。

2月定例会日程予定2月定例会日程予定 議会を
傍聴しませんか！日 月 火 水 木 金 土

2/17 18 19 20 21 22 23
告示日 

議会運営 
委員会

請願・陳情 
提出期限

24 25 26 27 28 3/1 2
議会運営 
委員会

本会議

（ ）
3 4 5 6 7 8 9

総務常任 
委員会

社会文教 
常任委員会

経済建設 
常任委員会

10 11 12 13 14 15 16
本会議

（会派代表質問）
本会議
（　　　 ）
意見書提出期限

本会議

（ ）
本会議
（　　　 ）
議会運営委員会

予算審査 
特別委員会

（ ）
17 18 19 20 21 22 23

予算審査 
特別委員会
（総務関係）

予算審査 
特別委員会
（社会文教関係）

予算審査 
特別委員会
（ ）

24 25 26 27 28 29 30
議会運営
委員会

本会議

（ ）31

初日・提案
理由説明・
委員会付託

一般議案・補正
予算議案採決、
一般質問
２日目

最終日、一般
会計新年度
予算議案採決

一般質問
１日目

一般質問
３日目

経済建設関係・
市長総括質疑

第３セクター・
財務課長総括
説明


